
平成 28・29年度 佐賀県教育センター 高等学校理数教育 

研究の考察-1  

４ 研究のまとめ 

(1) 研究の考察 

本研究では、思考力・判断力・表現力の育成を目指した、主体的・対話的で深い学びの視点を踏ま

えた授業づくりを行いました。評価問題と学習に関するアンケートから考察をします。 

 

【評価問題による分析】 

表１、表２から、単元における生徒の変容について、実践事例１～５、７～10において事前に比べ

て事後の方が満足できる状況（十分満足できる状況とおおむね満足できる状況）が増加しました。数

値的には満足できる状況が下がっている実践事例 11 については、生徒の記述内容を分析すると、事

前と比べて事後では、自分事として捉え真剣に考えていたことが分かりました。実践事例６について

は、満足できる状況の数値に変化はありませんでしたが、事前に比べ事後の方がおおむね満足から十

分満足になった生徒が増加しました。このことから、本研究における手立てが、思考力・判断力・表

現力の育成に有効であったと考えます（各実践事例の考察を参照）。 

 

表１ 平成 28年度各実践事例における評価問題の記述内容に関する評価 

 実践事例１ 実践事例２ 実践事例３ 実践事例４ 実践事例５ 

三角比 
場合の数と 

確率 

等加速度 

運動 

芳香族 

化合物 

遺伝子研究と

バイオテクノ

ロジー 

 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

「十分満足できる」状況 0.0 2.6 12.5 18.8 16.7 28.2 9.4 9.4 5.4 56.8 

「おおむね満足できる」状況 7.7 59.0 9.4 15.6 27.8 25.6 15.6 21.9 73.0 40.5 

「努力を要する」状況 92.3 38.5 78.1 65.6 55.6 46.2 75.0 68.8 21.6 2.7 

 

表２ 平成 29年度各実践事例における評価問題の記述内容に関する評価 

 実践事例６ 実践事例７ 実践事例８ 実践事例９ 実践事例 10 実践事例 11 

データの 

分析 

空間の 

ベクトル 
数列 波の性質 

化学反応と物

質量 

遺伝情報の 

分配 

 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 事前 事後 

「十分満足できる」状況 20.5 33.3 33.3 31.6 12.9 54.8 6.3 25.0 20.0 29.4 86.5 84.1 

「おおむね満足できる」状況 51.3 38.5 0 7.9 9.7 12.9 18.7 25.0 70.0 70.6 8.1 9.1 

「努力を要する」状況 28.2 28.2 66.7 60.5 77.4 32.3 75.0 50.0 10.0 0.0 5.4 6.1 

 

しかし、研究を進める中で、思考力・判断力・表現力が身に付いているかをより客観的に評価する

ためには、評価方法（評価問題の内容やワークシート等の記述）の工夫が必要であることが分かりま

した。 

実践事例８ではチェックシート、実践事例 10 ではルーブリック評価を用いました。このような評

価の方法を取り入れたことで、生徒の思考段階が分かりやすくなり、客観的な評価につながりました。

今後、客観的な評価を行うには、思考段階が分かるチェックシートやルーブリック評価等を用いるこ

とが有効であると考えます。 
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  【学習に関するアンケートによる分析】 

質問項目の内、「思考」及び「思考力・判断力・表現力」を見取るための４つの質問項目（授業中、

授業以外）の調査結果を分析しました。 

 質問１    大切なことを意識しながら学習するようにしている。 

質問２    「なぜだろう」と考えながら学習するようにしている。 

 質問３    理由や根拠を基に、発言したり記述したりするようにしている。 

質問４、５  相手が「なるほど」と思うように順序立てて説明するようにしている。 

 

全ての実践事例で事前と比べて事後に数値の上昇が見られたものは、授業中の学習活動における質

問２（図１）、質問３（図２）、質問４（図３）、授業以外の学習活動における質問３（図４）でした。 

 

 

これらの結果から、特に授業中に生徒たちの中で「なぜだろう」と考えたり、根拠を基に発言や記

述したりという、意識の変化が見られたことが分かります。また、説明をする際には、相手が納得す

るような伝え方を意識しながら表現しようとしている姿勢の表れと考えられます。さらに、授業以外

の場面でも理由や根拠を考えるようになっていることが分かりました。これは、対話的活動を取り入

れた授業を単元内に組み込む中で、授業者が比較させたり、関連付けさせたり、整理させたりしたり

する場面や、理由を考えさせる場面を意識して授業デザインを行った成果が表れているのではないか

と考えます。 

図１ 質問２「『なぜだろう』と考えながら学習する

ようにしている（授業中）」アンケート結果 
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図２ 質問３「理由や根拠を基に、発言したり記述した

りするようにしている（授業中）」アンケート結果 
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図３ 質問４「相手が『なるほど』と思うように順

序立てて説明するようにしている（授業中）」

アンケート結果 
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図４ 質問３「理由や根拠を基に、発言したり記述

したりするようにしている（授業以外）」アン

ケート結果 
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授業中の学習活動において、「大切なことを意識し

ながら学習するようにしている」という項目につい

ては、事前から数値が高かったことから、事後におい

て大きな数値の変化は見られなかったのではないか

と考えます（図５）。全ての事例の事後において数値

が３（「やや当てはまる」）に達したことは、対話的活

動の成果の１つと考えます（図５）。 

 

 

 

 

 

授業以外での学習活動では、事後に数値が上がった事例もありましたが、事前と事後で数値に変化

がなかったり、事後に数値が下がったりした実践事例が見られました（図６、図７、図８）。 

 

これは、各実践事例において、対話的活動の効果が

授業以外での学習活動にまで波及していないことが

考えられます。しかし、授業者からは、「休み時間に

授業の内容について生徒同士で考える姿が見られる

ようになった」「休み時間に自分の考えを伝えに来る

生徒が増えた」「分からないところを自分で調べよう

とする生徒も出てきた」という、授業以外の生徒の変

容を示す意見も出ました。今後は授業中だけでなく、

授業以外の学習活動でも「なぜだろう」と考えたり、

大切なことを意識しながら学習したりする生徒が更

に増えるように、対話的活動の充実を図ることも大切

だと考えます。 
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図５ 質問１「大切なことを意識しながら学習する

ようにしている（授業中）」アンケート結果 
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図６ 質問１大切なことを意識しながら学習する

ようにしている（授業以外）」アンケート結果 
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図７ 質問２「『なぜだろう』と考えながら学習する

ようにしている（授業以外）」アンケート結果 
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図８ 質問５「相手が『なるほど』と思うように

順序立てて説明するようにしている（授

業以外）」アンケート結果 
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これらのことから、単元を通して身に付けさせたい力、又は姿を明確にし、その力が身に付くよ

うに対話的活動を取り入れた授業を仕組んだ単元計画を立て、１時間の授業デザインを基に授業を

実施したことが、思考力・判断力・表現力の育成につながっていると考えます（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、効果が見られた一方で、各実践事例から、対話的活動を促す授業者の発問の仕方、生徒

が自由かっ達に対話できる環境づくりなど、授業スキルが必要であるという課題が明らかになりま

した。 

これらの授業スキルを向上させるには、授業を授業者自身が振り返り、対話的活動の仕組み方に

工夫できる点がなかったか、実施可能な単元計画だったかなどの視点で、次の授業及び単元計画を

継続的に改善していくことが必要だと考えます（図９④）。 

また、図９が示す全体的な手立ての流れにおいても①から③への一方向の流れではなく、④から

①や②へ戻り、改善していく必要があると考えます。 

  本研究において、１単元での効果は見られたことから、今後は１年間及び３年（４年）間を見据

えた長期的な授業デザインが生徒の思考力・判断力・表現力の育成に必要であると考察します。 

   

図９ 本研究の実践化への手立て 
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中・長期的な単元計画
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※単元計画 

③ ①の力を生徒が身に付け

ることができるようにするた

めに、1 時間の授業のどこ

に、どのような対話的活動

を入れたら効果的か？  

※対話的活動と授業デザイン ① 20 年後の社会を見据

えて、生徒が今から身に

付けておくべき力とは？  

※生徒の実態調査 
授業・単元計画・身に

付けさせる力を振り返る 

④ ③の授業が、単元の目標や

本時の目標を達成できるもの

になっていたか？  

※リフレクション・シート 


